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《金魚を見る子供》1928年　油彩、カンヴァス　東京国立近代美術館蔵



東京ステーションギャラリー
2025年11月22日（土）― 2026年1月18日（日）

主催：東京ステーションギャラリー[公益財団法人東日本鉄道文化財団]、東京新聞
協賛：T＆D保険グループ

ふくやま美術館
2026年4月11日（土）― 6月7日（日）

主催：公益財団法人ふくやま芸術文化財団  ふくやま美術館、福山市

岩手県立美術館
2026年6月20日（土）― 8月23日（日）

主催：岩手県立美術館、公益財団法人岩手県文化振興事業団

碧南市藤井達吉現代美術館
2026年9月12日（土）―11月8日（日）

主催：碧南市藤井達吉現代美術館、碧南市、碧南市教育委員会
共催：中日新聞社

特別協力：広島県立美術館

小林徳三郎
Kobayashi  Tokusaburo:

A Retrospective



本展の見どころ

　小林徳三郎（1884-1949）をご存じでしょうか。日本近代洋画に詳しい方には、

萬鐵五郎の親友と言えば納得いただけるでしょうか。あまり知られていない、けれど

もとても魅力的な画家の全貌を初めて紹介し、全国4会場を巡回します。

　小林徳三郎は現在の広島県福山市に生まれ、東京美術学校（現東京藝術大

学）で洋画を学び、はじめフュウザン会（結成当初はヒュウザン会と表記）で活躍

しました。その後、萬鐵五郎を誘って芸術座の舞台美術の仕事に関わり、雑誌や本

の挿絵や装幀の仕事を精力的にこなすなど、多方面で活躍しました。1923年以

後は春陽会に活動の場を移し、すり鉢や笊に入った鰯や鯵などを次々に描いて評

判となります。また、妻やこどもたちといった家族の肖像を多数描き、自宅周辺の身

近な風景に魅せられるなど、何気ない日常に美を見出した画家です。資生堂の福

原信三や写真家の野島康三など、著名な実業家や文化人とも多く交流しました。そ

うした多方面にわたる創作活動を300点を超える作品と新たに発見された資料で

紹介する展覧会です。

《鰯》1925年頃　油彩、カンヴァス　碧南市藤井達吉現代美術館蔵



展覧会の構成

⃝一  洋画家を目指して
初期の作品／フュウザン会とその周辺

⃝二  大正の大衆文化のなかで
雑誌『 奇蹟 』とその関連／芸術座や舞台関連／各種図案と『 文章世界 』
婦人のための世界／こども向けの印刷物の仕事

《軽業1》1912年　木版、紙
京都国立近代美術館蔵

《『モンナ・ヷンナ』舞台背景図》
1913年頃　水彩、紙　個人蔵

《『海の夫人』舞台イメージスケッチ》
1914年　鉛筆・水彩、紙　個人蔵

《モクバクワン　画稿2》1915-18年頃　鉛筆・水彩、紙　個人蔵

《曲芸3》1915年頃　水彩、紙
個人蔵

《政子16才》1911年頃　水彩、紙　
個人蔵



《西瓜》1932年　油彩、カンヴァス　広島県立美術館蔵

⃝三  画壇での活躍
野島邸での個展と日本画への接近／春陽会での活躍と画風の展開

《俎板の野菜》1947年　油彩、カンヴァスボード
ふくやま美術館蔵

《静物》1947年頃　油彩、カンヴァス
ふくやま美術館蔵

《郊外の落日》1949年　油彩、カンヴァス
ふくやま美術館蔵

⃝四  彼の日常、彼の日本
療養を経て  洋画家が描く日本的世界／強羅に疎開の頃／終焉の地　豊島

《花と少年》1931年　油彩、カンヴァス　ふくやま美術館蔵



公式図録『小林徳三郎』
発行：国書刊行会

東京ステーションギャラリー
〒100-0005 千代田区丸の内1-9-1　TEL：03-3212-2485　

ふくやま美術館
〒720-0067 福山市西町2-4-3　TEL：084-932-2345

E-mail：art2@city.fukuyama.hiroshima.jp

岩手県立美術館
〒020-0866 盛岡市本宮字松幅12-3　TEL：019-658-1711

E-mail：info@ima.or.jp

碧南市藤井達吉現代美術館
〒447-0847 碧南市音羽町1-1　TEL：0566-48-6602

E-mail：museum@city.hekinan.lg.jp

巡回事務局
中日新聞社文化事業部 

担当  岡村

〒460-8511 名古屋市中区三の丸1-6-1
TEL：052-221-0729　FAX：052-221-0739　E-mail：okamur.a@chunichi.co.jp

国書刊行会
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福原信三（資生堂初代社長）や林芙美子（著述家）をはじめ多くの文化人に愛され、
日本近代洋画の改革期を駆け抜けた異色の洋画家、小林徳三郎（1884-1949）。
フュウザン会や春陽会での活躍、島村抱月（演出家・作家）や松井須磨子
（俳優）らによる劇団芸術座の舞台美術、日常を題材に繰り返し描いた
魚やこどもたち……。約300点の作品と新たに発見された舞台・

出版資料、そして充実の論考により、その画業の全貌に迫る！！　

初の大回顧展公式図録！

詩のような日常宇宙。




